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マスク　���枚 キーホルダー　��個

必要経費を除く支援金　���,���円

販売個数

チャリティグッズ第一弾のご報告

チャリティグッズの支援金は日本赤十字社「ウクライナ人道危機救援金」を通して
国際赤十字・赤新月社連盟、赤十字国際委員会、および各国赤十字・赤新月社が実施する、
ウクライナでの人道危機対応及びウクライナからの避難民を受け入れる周辺国と
その他の国々における救援活動支援に役立てられます。

お力添え頂きました全ての皆様に心より感謝申し上げます

2022年４月18日から５月31日の期間にて、ウクライナへの支援として、『チャリティグッズ』（福島産
マスク・キーホルダー）の製作・販売を行わせていただきました。改めまして、趣旨にご賛同いただき、
ご支援ご協力をいただきました皆様に感謝申し上げます。誠に有難うございました。下記の通り、寄付
金額のご報告をさせていただきます。

この度の危機で被害に遭われた方々にお見舞いを申し上げますとともに、一刻も早く心身ともに救われ、
平穏な日々が訪れますよう、離れた地からお祈り申し上げます。

ウクライナの平和な
日常を取り戻す為に

ウクライナとロシアの状況は刻一刻と変化し、予断を許さない状況ですが、
様々な憶測・不明瞭な情報も飛び交い、正しい情報の見分けがつきにくいと感じております。

ただ確かなことは、ウクライナの人々が計り知れない危険に直面しており、支援を必要としていることです。

毎日のようにネット・テレビから流れてくる悲惨な状況に心が締め付けられる思いです。
3.11 東日本大震災の時もチェルノブイリ原発事故の経験があるウクライナの人々は福島を思ってくれていました。

今こそ、私たち福島人がウクライナへの思いを届ける番だと思い、
企業でできる支援活動としてこのプロジェクトを立ち上げました。

ウクライナとロシアの状況は刻一刻と変化し、予断を許さない状況ですが、
様々な憶測・不明瞭な情報も飛び交い、正しい情報の見分けがつきにくいと感じております。

ただ確かなことは、ウクライナの人々が計り知れない危険に直面しており、支援を必要としていることです。

毎日のようにネット・テレビから流れてくる悲惨な状況に心が締め付けられる思いです。
3.11 東日本大震災の時もチェルノブイリ原発事故の経験があるウクライナの人々は福島を思ってくれていました。

今こそ、私たち福島人がウクライナへの思いを届ける番だと思い、
企業でできる支援活動としてこのプロジェクトを立ち上げました。


